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将来世代と共創する矢巾町の未来戦略



矢巾町の住民参加とフューチャー・デザインの取り組み

・2009年1月 水道サポーターワークショップ開始
・2012年3月 ワークショップ参加者から料金改定の提案（更新積立200円）

・2014年10月 矢巾町水道事業の取り組みがクローズアップ現代で紹介される。
・大阪大学の原先生から電話があり、FDを知る。

・2015年7月 大阪大学環境イノベーションデザインセンターと共同研究の協定を締結
・2015年度 まち・ひと・しごと総合戦略策定でFDを実施

・2015年度 水道事業経営戦略策定でFDを実施（料金の値上げ、水道管の更新サイクル
70年、たこつぼ議論脱却等）

・2016年9月 大阪大学大学院と共同研究の協定を締結
・2016年11月 高知工科大学と共同研究の協定を締結

・2016年度 公共施設等総合管理計画策定でFDを実施

・2019年4月 企画財政課に未来戦略室を設置（分掌事務にFDを明記）
・2019年度 第7次矢巾町総合計画後期基本計画でFDを実施

・2020年以降 様々な団体と協力してFDを実施中

この間28回の
WSを開催





2 0 2 2年に長期計画を策定しよう とすると

更新はお金が

かかるから出来る

範囲で

水道料金は安い方

が良い

美味しい水が飲み

たい
安全は当たり前

計画策定に携わる人

現世代 将来世代

計画には関係しないがそ

れによって将来の環境が

決められる人 

子どもの世代や孫の世代を考えると言っても制約には限界があった



矢巾町の住民参加とフューチャー・デザインの取り組み

・2009年1月 水道サポーターワークショップ開始
・2012年3月 ワークショップ参加者から料金改定の提案（更新積立200円）

・2014年10月 矢巾町水道事業の取り組みがクローズアップ現代で紹介される。
・大阪大学の原先生から電話があり、FDを知る。

・2015年7月 大阪大学環境イノベーションデザインセンターと共同研究の協定を締結
・2015年度 まち・ひと・しごと総合戦略策定でFDを実施

・2015年度 水道事業経営戦略策定でFDを実施（料金の値上げ、水道管の更新サイクル
70年、たこつぼ議論脱却等）

・2016年9月 大阪大学大学院と共同研究の協定を締結
・2016年11月 高知工科大学と共同研究の協定を締結

・2016年度 公共施設等総合管理計画策定でFDを実施

・2019年4月 企画財政課に未来戦略室を設置（分掌事務にFDを明記）
・2019年度 第7次矢巾町総合計画後期基本計画でFDを実施

・2020年以降 様々な団体と協力してFDを実施中

この間28回の
WSを開催





FDワークショ ッ プの提言を反映させた総合計画

FDワークショ ッ プで1 1 0の提言が出された。  

そのう ち事業レベルの内容だった4 4件を除く 6 6件中、 5 5件が総合計画に反映さ

れた（ 採用率8 3 .3％） 。

FD※ フューチャー・ デザインによる

ワークショ ッ プで出された将来

世代の視点にたった提言を取り

入れた施策





















これまでの実践を通じて今後目指すもの

①うまく未来人になるための技術の進化

②継続して未来人の思考を維持できる方法の検討

③フューチャー・デザインと評価

④フューチャー・デザインの公会計改革

⑤フューチャー・デザインと社会教育


